
父　の　日　礼　拝父　の　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（6月 26 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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西嵜　芳栄

　先日、骨折をしました。足の指の付け根部分な
のでかかとで歩かないといけません。まだ数日な
のに生活していると不便さを感じることがありま
す。病院に行った時も、駐車場までは距離があり、
あいにくの雨。傘も差せない状態で歩いていると、
後ろを歩いていた杖をついた見知らぬおじさんが
「おい、大丈夫か？これをやる！」と自分の杖を
くれました。そのおじさんだって足が悪いから杖
をついているのにです！「100 キンの杖じゃ！気
にするな！」と手を振って雨の中去っていきまし
た。神様があの人を通して助けてくれたと感じ泣
きそうでした。それと同時に、痛みがわかるから
こそ寄り添える…神様がされたことだと感じ、私
もそのような者になりたいと思いました。少しの
間の不自由さではありますが、このことを通して
身をもって寄り添うことを私に教え、これくらい
で済むように守ってくださった神様に感謝しま
す。

　「そういうわけで、神のことについて、あわれ
み深い、忠実な大祭司となるため、主はすべての
点で兄弟たちと同じようにならなければなりませ
んでした。それは民の罪のために、なだめがなさ
れるためなのです。主は、ご自身が試みを受けて
苦しまれたので、試みられている者たちを助ける
ことがおできになるのです。」
ヘブル人への手紙 2：17 ～ 18

  民6～12　水9金11

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土
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　先日、骨折をしました。足の指の付け根部分な
のでかかとで歩かないといけません。まだ数日な
のに生活していると不便さを感じることがありま
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（要約者：富岡　牧）
（６月１２日）

「元に戻る　元とは何処なのか？」
                            　　　　　出エジプト記１５章２４節～２７節、１６章１節～３６節

スモールファミリー

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

私たちにとって“元”という所がとても大事です。皆さんにとっての元とは何所でしょ
うか？イスラエルの民の元は何所だったのでしょうか。元がずれると私たちの生き方
というのは大きく変わってしまいます。元とは、イエス様を信じる前ではありません。
本当の “元” があって、そこから外れてクリスチャンになって戻っただけです。イス
ラエルの人々はそこが間違っていました。【出エジプト記１５章２４節～２７節】こ
の聖書箇所の後、２回目の試練の地である荒野に行きました。またイスラエルの民は
モーセを石で撃ち殺そうとしました。元のほうが良かったと。目の前で奇跡を何度も
見ながら、試練になると神様が本当にいるのか試みたのです。６日間は各自食べる分
だけ食べて良い約束を受け、７日目は安息日とするように定めがりました。しかしイ
スラエルの民は、６日目には２倍の用意があったにも関わらず、７日目には安息日を
守ることなく探しに出かけていきました。【出エジプト記１６章１節～３６節】神様
は不平不満をいうイスラエルの民たちに４０年間変わることなくパンを食べさせ続け
ます。しかし彼らの行為は絶えず “呟き” だったのです。ずっと。あなたは呟いてい
ませんか？
エジプトからカナンの地までは約３００ｋｍ、徒歩で約２ヶ月到達する距離です。神
様はイスラエルの民を約束の地から連れ出して、カナンの地に入れるまで４０年間、
２ヶ月で到達できるところ、４０年間入国させる事ができなかったのです。
神様が最初に約束した場所に彼らは入るのに４０年要したのです。４０年間神様は彼
らを入れることができなかたのです。これは怖いことです。なぜかというと、彼らの“元”
が無かったからです。彼らにとって“元”はエジプトだったのです。しかしエジプト救っ
たのは彼らの先祖であるヨセフです。ヨセフのおかげで、エジプトとヨセフの家族は
救われエジプトの地で家族が増え広がりました。しかし、そのような出来事は忘れ去
られ、崇高な思いはいつの間にか私たちの心の内側から変わってきて物質的なものに
目が向いていきます。人の心というのはだんだんとせこくなってきてしまいます。私
たちの心には最初の思いが失われるという怖さがあります。のど元過ぎれば熱さ忘れ
る。ついこの間まで悩んで戦っていたことが少し良くなるとすぐに忘れてしまい元に
戻ってしまうのです。しかし、私たちの元とはそこでは無いのです。でも私たちの目
線はその元なのです。これは気を付けないといけません。クリスチャンが元に戻る“元”
とは、あなたが救われる前の段階ではありません。最初に神様に創られた姿です。そ
の姿に戻るために今戦っているのですが、エジプトは世俗の象徴でありこの世の英知
という意味です。このエジプトという国が私たちの内側にいつもうごめいて、正しい
ことをしようとするといつも邪魔をします。あなたの後ろ側から来ては追い立て、あ
なたを追い込んでは間違った決断をさせるのです。いつも私たちの目線には不足を目
の前に置いていきます。今は恵みの時代で当時のような状況に置かれることはありま
せん。だからこそ試練があった時に感じなければいけません。呟く私たちの性質をこ
の出エジプトから学ばなければなりません。キリストの基、これが私たちの“元”＝“基礎”
なのです。
　　　　① 真理と善～水と木～
　真理とは？
水が沸いていました。そこで飲もうとしたら苦かったのです。聖書の中で水という言
葉が出てきたら真理という意味があることを理解しましょう。その水が苦かったとい
うことは、真理では無かったのです。【出エジプト１５：２２～２４】イスラエルの
民の心の内にはエジプトが住んでいました。神が創った性質とは違うエジプトという
この世の知識という真理では無い知識という苦い水があったのです。そこに木を投げ
入れました。これが“善”です。善とは？木とは？なぜ木を投げ入れたら水が良くなっ
たのでしょうか？これが十字架の措定されたものなのです。イエス様がしたのは、“正
義”ではないのです。“善”であるということがわかります。そして真理とは “愛”です。
つまり善の “基” は愛ということがわかります。イスラエルの人々がモーセによって
伝えられたけど理解できなかったこの苦い水と木の奇跡。モーセが投げ入れた瞬間か
らその水は甘い水になりました。苦い水は生き物が生きることができません。苦いも
のというのは毒であり、その毒を聖書は真理とは相反するものだと伝えています。聖
書は真理と反するものはこの世の知識だと伝えています。あなたの中にある知識、知
識は人を高ぶらせ知識は神の恵みから離れさす、それゆえ恐れるということが知識の
初めでなければならない、それが神を恐れるというその最初の神を知るというところ
だったのです。ところが、イスラエルの人々の元はエジプトだったので神の基では無
いのです。「前の方が良かった」「元に戻りたい」「前に戻りたい」という概念は、神
を恐れるという概念ではなく、人の世界だったのです。あなたの中にある、過去を取
り除かなければいけません。その過去とはあなたの基になっています。あなたがその
基を持ったままでは神の本当の恵みの地には入ることができないのです。だから彼ら
は４０年もの間、この元の場所がわかるまで入れなかったのです。聖書はいつも伝え
ています。先の事どもを思い起こすな過去の事どもを思い起こすな、見よ私は新しい
ことをする。今もうそれが起ころうとしている。荒野に道を荒れ地に川を今それがも
う起ころうとしている。神様がいる場所が荒れ地でも蜜の流れるところであることを
知らなければなりません。私たちには力があります。祈る事ができるという力です。
その祈りは私たちの心に変化をもたらします。イスラエルの民が、文句を言ってどう
にもならない状況に、モーセは神に祈りました。すると神は “解決” を与えました。
教会はあなたが苦しくて辛いことを言えない場所ではありません。苦しくて辛いこと
を言える場所です。しかし同じように悩みを抱えている人に共感を求めていくのは、
神様の解決にはなりません。みんなで呟いていては荒野になってしまいます。一人が
呟いたら、その他の人が聞きつつ分かり合いつつしかし正しい方向に戻していきます。
教会はそのためにあります。私たちの内側から真理を取り去るものがいます。悪魔聞

いてきます。「この園の木の実から神は全て食べてはならないと言ったのか？」と。
悪魔はあなたに正しいことなど言ってきません。最初から騙すつもりでやってきます。
ですから、あなたの苦い心が心に訪れたときには、イエス様の十字架が基であること
を思い返してください。イエス様があなたをどうしたかったのか？あなたの元はイエ
ス様の十字架です。元が違うと私たちは頑なになってしまいます。“頑な” という心が
中心にあると神の栄光が去ってしまいます。私たちの目標である目標点とその出発点
が違うと、人は頑なになるのです。聖書があなたに伝えたいことはとても壮大である
事を理解してほしいのです。その中で私たちはよくその真理を理解しなければなりま
せん。しかしそれは簡単なことなのです。愛に基づいての行動かということです。イ
スラエルの民が愛から離れたのは自分が出たからです。自分のお腹が減った、自分が
喉が渇いた。自分が苦しい。ということでした。しかしもしそれが我が子達の状況なら、
モーセに対する訴えは変わったでしょう。人は自分の痛みになると不平になります。
今日あなたに伝えたいことは、十字架のなせる業は素直という奇跡であるということ
です。自分の為に十字架にかかられたイエス様の前であなたは呟けますか？しかし十
字架でイエス様はそこで言われるのです、「あなたの痛みと願いを私に言いなさい」と。
素直なやり取りとは、不平や呟きを言うものではありません。遠回しに訴える呟きで
無くて、素直な率直な願いを伝えることです。イスラエルの民はエジプトに帰りたかっ
た訳ではないのです。しかし素直に言えなかったのです。この世の世俗が、知識が私
たちになせる業は素直を奪い去る行為です。あなたは本当に素直かどうか考えてみま
しょう。もしも素直で無いならば、あなたの願いはその罪ゆえに届かないのです。神
の国に入る入口に入れなくならない為に神様は訓練するということを覚えておいて下
さい。イエス様に私たちが素直に向かえなければ神の赦しを得ることができないので
す。それは救われないということではありません。その保証はあなたとイエス様の間
でしかないのです。その空間であなたが信じているか信じていないかは素直か素直
じゃないかがその信じていることの保証です。あなたがイエス様に素直に言えるなら
十字架が分かっているということです。もし素直に神様に痛みを宣言できるならその
十字架の奇跡がどんなものかが分かっているのです。それをわからせてくれるのは知
識ではありません。それは御霊の力です。あなたの内側に神様が働くとあなたは十字
架が分かり素直に出られるのです。着飾る必要も繕う必要もないのです。「見よ。主
の御手が短くて救えないのではない。その耳が遠くて、聞こえないのではない。 あな
たがたの咎が、あなたがたと、あなたがたの神との仕切りとなり、あなたがたの罪が
御顔を隠させ、聞いてくださらないようにしたのだ。」イザヤ書５９章１～２節
　　　② 前進
　あなたがもし今試練のうちに置かれているのなら、止めないで下さい。とどまらな
いでください。諦めないで下さい。終わらさないで下さい。前進しなければなりません。
イスラエルの民に神は４０年、「進め」と言われたのです。「向きを変えて出発せよ」。
　　　③ 本当の善　～シンとシナイ～
　エリムで神様は７０本の木を与え、１２の泉を与えました。真理の泉が１２、イエ
ス様の十字架によってなされた真理が弟子たちに確立されていることを予言していま
す。その真理が溢れて完全な数になってそこに泉のように沸いている、それはエゼキ
エルの中で予言されていますが、くるぶしとなり、人々が泳げるほどになり、その水
の行くところがすべて生きる真理であると伝えています。そしてその真理の泉ととも
に７０本の木・完全に完全を掛けた善なのです。神の真理がある処には善があるので
す。しかしシンという処はまだ善では無いのです。民はまだここで第２の試練にあい
ました。頭では善を行わなければならないことを理解できていました。しかし心は伴
わなかったのです。これは、最善では無くて、やらされているという善だったのです。
真理の泉から始まるがそこに到達できていないという状態です。最善に至る手前がや
らされている善です。これが喜んで出来るようになると向きが変わります。ここから
民はカナンの地に向かっていくのです。例え目の前が荒れ地であってどうにもならな
い環境があったとしてもそこに入ったら変わります。城壁は崩れ落ち、敵の中で味方
が現れ、民らはそこで助けられ、そしてその敵は滅ぼされ間違った悪は滅ばされ、あ
なたがすることで何をしても栄える状況に至るのです。イスラエルの民が４０年間荒
野で戦ったのですから、私たちは数年の事で諦めてはいけません。例え今やらされて
いる感で、自信を失い自分がろくでも無い者のように思える時があるかもしれません。
そしてその怒りは本来自分に向くべきものが別の方向に向いていって、人に指を指す
かもしれません、だけれどもここで騙されないで下さい。繰り返し言いますが、あな
たの中にエジプトをつくったのは神様ではありません。欲にまみれ、世俗にまみれ、
知識であなたを左右しようとする力はあなたではありません。簡単な事です。あなた
の元はそこでないということを理解すればいいのです。あなたの元は神様の腕の中で
す。そして神様の腕に抱かれるあなたは完璧なのです。それが元の姿なのです。今日、
向きを変える時です。あなたは苦しかった過去をしっかりと理解し、傷ついたあなた
を認め、あなたによって創られたあなたによってあなたは絶望しました。自分なんか
不要だと感じるようになりました。自分はどうにもならない弱い人間だと理解しまし
た。そこで初めて人はそのあなたを十字架にかける事が出来るのです。

「だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは
過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。」
コリント人への手紙第Ⅱ５章１７節

だれでもキリストのうちにあるなら．．．
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鈴木結仁
井野川瞳

田中薫
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誕生者のお祝い

民数記に入りました。民数記は、律法（モーセ五書）
の第 4番目の書です。ユダヤ人の伝統においては、
1：1 の一句から「荒野において」（〈ヘ〉ベ-ミドゥ
バル）と称されています。これは現行ヘブル語聖
書でもそうなっています。日本語訳の名称「民数記」
は、70 人訳聖書のタイトル「数」（〈ギ〉アリスモ
イ）に従ったもので、2 度にわたる人口調査の記
事に注目しています。これは英語訳、中国語訳な
ども同様になっています。では人口調査の数値に
ついてみていきます。民数記では 2 度にわたり人
口調査が行われております。数えられた人は武器
をとることの出来た男子の総計です。１回目は
1：46 に総数が書かれており、60 万 3550 人。2
回目は 26：51 に書かれ、60 万 1730 人でした。
これは軍務に就くことの出来た壮年男子だけであ
ることより、それに女性、20 歳未満の子供、また
高齢者を加えて全体の人口を推定すれば、2 百万
人ほどと考えられています。このような多人数の
群衆が、水と食物の乏しい荒野でどのように生活
し、食糧を賄い得たか、思い描きながら読み進め
ていきたいと思います。 

牧　一穂　牧　師
岩崎祥誉
全本みどり
高橋奈津江

メッセージ：
司　    　会：
代 表 祈祷：
献　　　金：


